令和7年度新宿区子ども読書活動推進会議（令和7年12月23日開催） 会議録（要旨）

１ 出席者 
新宿区子ども読書活動推進会議委員（9名） 
【座長】学識経験者：野口座長
【副座長】学識経験者：岡本副座長
【新宿区立幼稚園ＰＴＡ連合会】久郷委員
【新宿区立小学校ＰＴＡ連合会】神谷委員
【新宿区立中学校ＰＴＡ協議会】山崎委員
【新宿区立図書館で活動する読み聞かせ団体】中丸委員
【区職員】鈴木子ども家庭課長
【図書館職員】山本中央図書館長、関口資料係長

図書館事務局：橋都こども図書館長、こども図書館大野、神谷、新河

２ 場所　中央図書館 4階会議室 

３ 議題
(1) 令和7年度　新宿区立図書館を使った調べる学習コンクール　応募状況等について

(2) 「絵本でふれあう子育て支援」令和8年度　0歳児健診配付絵本の選定について

　(3) 「絵本でふれあう子育て支援」令和8年度　3歳児健診配付絵本の選定について

　(4)その他











事務局　それでは、お時間より少し早いんですけども、皆さまおそろいのようですので始めさせていただきます。本日はお忙しい中ご出席いただき、ありがとうございます。事務局のこども図書館、神谷と申します。よろしくお願いいたします。
　今回鈴木子ども家庭課長が今年度初めての参加となりますので、一言お願いいたします。

子ども家庭課長　子ども家庭課長を4月から拝命いたしました、鈴木と申します。第1回も欠席してしまいまして、きょうも所用がありまして、ちょっと早めに退席させていただく予定となっておりますけれども、よろしくお願いいたします。

[bookmark: _Hlk220160517]事務局　ありがとうございます。初めに何点か、事務的な確認をさせていただきます。最初に、会議の公開に関するお願いです。この会議は、録音をさせていただき、文字に起こして、ホームページで公開させていただいております。ご了承いただきたくお願いいたします。
　続きまして、会議の成立の確認です。委員の方は全員で10名。本日ご出席の方は9名です。ご出席の人数が過半数を超えておりますので、この会議の設置要綱第4条に定める定足数を満たし、会議が成立することをご報告させていただきます。
　続きまして、配布資料の確認です。まず、令和7年度、第2回新宿区子ども読書活動推進会議の次第が1枚。続いて資料1、「令和7年度　新宿区立図書館を使った調べる学習コンクール応募状況等について」が1部。続いて資料2の1、「絵本でふれあう子育て支援」令和8年度　0・1歳児配布絵本選定候補が1枚。資料2の2、令和8年度　0・1歳児配布絵本の選定投票用紙が1枚。続いて資料3の1、「絵本でふれあう子育て支援」　令和8年度　3歳児配布絵本の選定候補が1枚。資料3の2、3歳児の配布絵本の選定投票用紙が1枚。資料の不足等ございましたら、お知らせください。
　では、令和7年度　第2回新宿区子ども読書活動推進会議を開催いたします。初めに、中央図書館長からごあいさつを申し上げます。よろしくお願いいたします。

中央図書館長　改めまして、こんにちは。きょうは、お忙しい中お集まりいだきまして、ありがとうございます。きょうのメインは、次第にも書いてありますけれども、0歳児と3歳児の絵本を選んでいただくというのが重大任務になってございますので、ご協力のほうよろしくお願いしたいと思います。絵本につきましては、来年度になりますけども、それぞれの健診のときに、保健センターで配る絵本になりますので、よろしくお願いしたいと思います。
　きょう、いきなりすごく寒くなりまして、皆さん体調のほうも留意していただければと思っておりますので、引き続き、きょうはよろしくお願いいたします。簡単ですが、あいさつとさせていただきます。

事務局　ありがとうございました。では、ここからは、野口座長に進行をお願いいたします。

座長　では皆さま、改めまして、こんにちは。

一同　こんにちは。

座長　本日もどうぞ、よろしくお願いいたします。ただ今、館長からのお話がありましたけれども、きょうのメインは、皆さまに絵本を選定していただくというところがございますので、そちらに時間を多く割きたいというふうに思っております。
　では、お手元の議題に沿って、進めてまいりたいと思います。まず、かっこの1になりますけれども、令和7年度　新宿区立図書館を使った調べる学習コンクールの応募状況等についてになります。事務局から説明をお願いいたします。

こども図書館長　ありがとうございます。こども図書館の橋都です。ただ今から、令和7年度新宿区立図書館を使った調べる学習コンクールの応募状況等につきまして、ご報告させていただきます。着座にて失礼いたします。
　資料1をご覧いただきます。調べる学習コンクール、地域コンクールの概要です。こちらは、主催といたしまして、新宿区教育委員会、新宿区立図書館。対象が、新宿区内の在住の、在学、小学生、中学生、高校生としております。審査の方法ですけれども、各校の担当の図書館で審査をいたしまして、合同審査会にて、館長賞、優秀賞を選出いたしております。既に表彰のほうにつきましては、11月23日日曜日に表彰式を開催して、館長賞、優秀賞作品を表彰いたしました。
　こちらの参加校と応募数につきましては、かっこ2をご覧いただきまして、令和7年度につきましては、46校の参加がございまして、応募数につきましては、2,023作品となっております。学校別の応募状況につきましては、次のページ等に別紙を付けておりますので、そちらをご覧いただければと思います。こちらの審査結果につきましては、令和7年度館長賞が19作品、優秀賞11作品、奨励賞158作品。この後、全国コンクールに、館長賞、優秀賞といたしまして、30作品を出品しております。
　次のページにご覧ください。今後のスケジュールにつきましては、令和8年1月14日水曜日に、全国コンクール審査結果の発表がございます。こちらは、公益財団法人図書館振興財団のホームページに掲載される予定です。その後、1月から2月にかけまして、全国コンクールの受賞作品の報告を、校園長会等で報告させていただきます。
　そして3月には、この作品集、レプリカを作成いたしまして、各学校のほうに配布をいたします。レプリカにつきましては、こちらのような形のものを配布する予定でおります。以上が、調べる学習コンクールの応募状況等についてになります。

座長　ご説明ありがとうございました。ただ今のご説明を受けまして、皆さまからご質問やご意見等ございましたら、お願いしたいと思いますけれどもいかがでしょうか。
　今回、応募の学校数はちょっと増えた感じなんですかね。

こども図書館長　そうです。

座長　これは個人というか、在住で、私立の学校に通ってるっていう生徒さんが応募できるわけですか。そういう学校が増えたみたいな感じですか。

こども図書館長　そういったところもあるかもしれませんが、私立でも大体決まった学校が応募している状況にはなります。

座長　大体この3年間で見てると、そこまで増減が極端という感じではないというところでしょうかね。例年、同じような規模で応募されてるという、そういう状況っていうことですか。

こども図書館長　はい。

座長　分かりました。何か、皆さんのほうからございますか。ちなみに、作品集は図書館でも閲覧可能ですか。

こども図書館長　もちろんでございます。

座長　ぜひ、多くの皆さんに見てもらいたいですよね。

中央図書館長　作品集は中央図書館だけじゃなくて新宿区内の他の地域館にも配りますので、お近くの図書館でご覧いただけます。作品ができましたら3月の後半になるとは思うんですけれども、4月になれば必ずものはあると思います。去年のものであれば、もう既に置いてありますので、ぜひご覧いただければと思います。よろしくお願いします。

座長　この件はよろしいですか。何か皆さまからありますか。特にはよろしいですか。では、続きまして、議題の2のほうに進みたいと思います。議題の2、絵本でふれあう子育て支援ということで、令和8年度の0歳児健診での配布絵本の選定についてということになりますけれども、では、こちらについても、事務局からご説明をお願いいたします。

事務局　では、絵本でふれあう子育て支援令和8年度、また、0歳児健診配布絵本の選定について説明をさせていただきます。担当の新河です。よろしくお願いいたします。では、着座にて失礼いたします。
　本日、皆さまにご協力いただきたいのは、こども図書館で実施しております、絵本でふれあう子育て支援事業に関しまして、来年度、区民の皆さまへお配りする絵本を選定する作業になります。皆さまにお配りした、お手元の資料2の1をご覧ください。
　まず、絵本でふれあう子育て支援について、簡単に説明させていただきます。当事業では、乳幼児の心健やかな成長を支援するため、0歳児は各保健センターにおける乳幼児健診時に、3歳児は図書館来館時に、それぞれ絵本の配布を行っております。また、0歳児には、産婦歯科健康相談、育児相談日に絵本の読み聞かせを行い、3歳児には図書館のお話し会をご案内するといったように、子どもが読書に親しめる環境づくりを支援しています。0歳児・1歳児向けの絵本は、まだ生まれたばかりの0歳児向けと、特に成長が著しい1歳児向けとの2冊をセットにしています。3歳児向け絵本は、親子で図書館に来ていただけるよう、引換券をお渡しして、図書館でお好きな絵本を、5種類の中から選んでいただいております。
　次に、候補本についてです。0歳児・1歳児向けの絵本は、毎年、選定を行っておりますが、今回は、3歳児向けの絵本は、おおむね2、3年ペースで更新していますので、久々の選定となります。ちなみに、前回の3歳児向け絵本の選定は、令和3年度に行いました。
　それではまず、0歳児・1歳児向け絵本の選定について説明いたします。今回の、0歳児向けの候補は、『いないいないばあ』『がたんごとんがたんごとん』『ぎゅうぎゅうぎゅう』。1歳児向けの候補は、『おつきさまこんばんは』『ぞうさん』『ぺんぎんたいそう』になります。これらの6冊は、過去5年以内を目安に、選定した作品を抜いたもので、予算内となるよう、こども図書館の中であらかじめ選定しまして、この3冊ずつを候補にさせていただきました。
　次に、選定候補についてです。皆さまにお配りした選定用紙に、無記名で、それぞれ、0歳児向けに1冊、1歳児向けに1冊、合計2冊の丸を付けていただいて、投票をお願いいたします。それでは、今から実際に、候補本をお手に取ってご覧いただき、記入した投票用紙を、15分後の2時30分頃までに、机の上に裏返しで置いてください。あとで職員が用紙を回収して、集計いたします。それでは皆さま、選定のほうを、どうぞよろしくお願いいたします。

（選定中）

座長　0歳児のほうが、2作品同数っていうことですので、あらためて、その2作品から、どちらかということを選んでいただくということになるそうです。

事務局　『いないいないばあ』が4、『ぎゅうぎゅうぎゅう』が4。『がたんごとんがたんごとん』が1。なので、二つが4、4で、同じ数が並びました。

事務局　今から、用紙をもう一度お配りしますので、今度は、『いないいないばあ』と『ぎゅうぎゅうぎゅう』のどちらかを選んでいただければと思います。もしよろしければ、もう一度、絵本をご覧になっていただいて構いませんので、よろしくお願いいたします。

委員　1歳児はもう決まったんですね。

事務局　はい。1歳児は決まりまして、『ぞうさん』に決定しました。

（選定中）

事務局　皆さま、どうもありがとうございました。投票の結果をお知らせします。まず、0歳児向け、決選投票になりまして、『いないいないばあ』が4票、『ぎゅうぎゅうぎゅう』が5票となりましたので、0歳児向けの1冊は、『ぎゅうぎゅうぎゅう』にしたいと思います。1歳児向けにつきましては、『おつきさまこんばんは』が3票、『ぞうさん』が4票、『ぺんぎんたいそう』が2票でしたので、得票数の多い『ぞうさん』を配布しようと思います。つきましては、0歳児・1歳児向けの絵本2冊は、『ぎゅうぎゅうぎゅう』と『ぞうさん』になりました。皆さま、どうもありがとうございました。

座長　ということで、ただ今事務局から、集計結果についてご報告ありましたけれども、0歳児向けが『ぎゅうぎゅうぎゅう』、それから、1歳児向けが『ぞうさん』ということで、選定ということになったということですね。ということで、皆さまありがとうございました。何か、この点について、ご感想とかご意見とかおありの方、いらっしゃいますか。特にはよろしいですか。

委員　すごい迷ったんですけど、『ぎゅうぎゅうぎゅう』という絵本が、今まで知らなくて。作者のおーなり由子さんが、昔、マンガとかを描かれていた方かなと記憶してるんですけど。お名前だけ聞いたことがあったので、あの方が描いてるんだと思って、うれしかったです。すごい温かい雰囲気があって。

座長　ありがとうございます。皆さまのおかげで、いい本が子どもたちに配られるっていうのは、すごくうれしいっていうか、全部配ってほしいっていう気がしますけども、ぜひ図書館でお母さんと一緒に手に取ってほしいなと思いますよね。他はよろしいですか。
　では続きまして、3歳児の健診で配布をする絵本の選定に進みたいと思います。こちらについても、まず事務局からご説明をお願いできますでしょうか。

事務局　引き続いて、絵本でふれあう子育て支援、令和8年度、3歳児健診配布絵本の選定について説明させていただきます。着座にて失礼いたします。
　続いて、3歳児向け絵本についてですが、皆さまにお配りした資料の3の1をご覧ください。現在、3歳児向け絵本は、図書館で『からすのパンやさん』『おばけのてんぷら』『こんとあき』『しろくまのパンツ』『かいじゅうたちのいるところ』の中から、好きな本を1冊選んでいただいて、引き換えております。
　本日は、この中で、配布年数が最も長く、大差があるわけではありませんが、昨年度の引き換え率が最も低かった、『からすのパンやさん』の代わりとなる絵本を1冊、皆さまにお選びいただき、更新しようと思っております。3歳児絵本につきましても、あらかじめ子ども図書館の中で選定をして、候補を挙げました。その候補本が、『はこぶ』『せんろはつづく』『うかぶかな？　しずむかな？』『11ぴきのねこ』になります。
　それではまた、皆さまにお配りした投票用紙に、推薦本を1冊、丸を付けて、お時間を15分後の14時45分までに、投票をお願いいたします。それでは、よろしくお願いいたします。

（選定中）

事務局　皆さま、お待たせしました。投票の結果を発表いたします。まず、『はこぶ』がゼロ票、『せんろはつづく』が3票、『うかぶかな？　しずむかな？』が2票、『11ぴきのねこ』が4票となりましたので、入れ替える3歳児絵本は、『11ぴきのねこ』に決定しました。
　きょう、お選びいただいた0歳児向けの本は、実際に2冊、来年度、保健センターでお配りいたします。3歳児向けの絵本も、新たに入れ替えの1冊として、今ある5冊に新しいメンバーとして1冊加えて、来年度から配布を開始したいと思います。
　では、こちらで、絵本選定は以上となります。皆さま、ご協力どうもありがとうございました。

座長　ありがとうございました。3歳児の絵本っていうことで、『11ぴきのねこ』が選ばれたということになりました。では、この件につきまして、何か皆さんのほうから、感想等を含めてございましたら、お願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしいですか。

委員　昨年も、選定で伺わせていただいたんですけども、いつも本当、重要な役目を担わせていただいて、とても光栄に思っております。今回も、このような機会をいただいて、本当にありがとうございました。以上です。

座長　他に、皆さまいかがですか。よろしいですか。なんか。では、お願いします。

委員　今回、初めて選定のほう参加させていただいたんですけど、そういう目で、今まで見たことなかったんですけど、やっぱり0・1歳と3歳児の絵本って、考え方がすごく違ってるんだなっていうのを実感しました。以上です。

座長　ありがとうございます。その点でいいますと、岡本副座長は、出版のプロというか、何回か。今のご意見については、何かございますか。

副座長　立場上、いろんな絵本は見る機会あるんですけど、自社のことでいうと、なかなかそういう絵本は作れてなくて、あまり知見はないんですが。ただ、0歳児・1歳児ですと、ただ絵本の内容が分かればいいということではなくて、明らかに、読み手とお子さんとのコミュニケーションの一つのツールと考えています。読み聞かせではないところでの、絵本の位置付けっていうところで、ちょっと意味合いが違ってくるのかなと思っています。本当に素晴らしい作品ばかりですので、ぜひ、これをきっかけに、いろんな絵本を読んでほしいなと思っております。

座長　ありがとうございます。では、この選定の議題については、終了ということにさせていただこうと思いますけれども。続いて、4番、その他ということになりますが、その他については、まず、事務局から何かございますか。

こども図書館長　次回の話になってしまいますけれども、次回の開催につきましては、3月4日水曜日、10時から11時半までを予定しております。こちらのほうは、図書館を使った調べる学習コンクールの、全国コンクールの実施結果について、報告をさせていただく予定でおります。その際は、よろしくお願いいたします。

座長　ありがとうございました。その他、委員の皆さまから、何かこの場で、情報共有とか、ご希望の内容でもいいだろうし、ございますか。何かございませんか。

中央図書館長　こちらの資料なんですけれども、配布という文字が何カ所かあるんですが、配るに布って書いてあるんですけども、配るに付けるが正しいです。訂正をしていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

座長　配付ね。そう言われると、なるほど。私、言われなかったら気付かなかったかもしれない。確かにそうですね。

中央図書館長　次第のほうは、付けるっていう字になっていて、こっちが合っています。

座長　ありがとうございます。他にはよろしいですか、皆さま。次回は、年明け3月4日という予定ですので、また皆さま、ご予定いただいて、出席をお願いできればと思います。ほかにございますか。

副座長　せっかくですので。

座長　では、お願いします。

副座長　ちょっと雑多な話になるかもしれませんが、せっかくの機会ですので、情報共有でお話しさせていただければと思います。
千代田区の神保町に古書店街があって、その裏の通りににすずらん通りという商店街があります。そちらで、神保町ブックフェスティバルというイベントが毎年開催しておりました。例年10月下旬から11月初旬頃の時期に開催していたんですが、2025年は残念ながら雨で中止になりました。2日間とも中止ということになってしまいました。ひょっとしたら、皆さんも足を運んでいただいたケースもあるかと思います。2026年の秋は、、引き続きやりたいと思っています。子どもの本は、すずらん通り近くにある三井ビルの前のちょっとした広場がありまして、そちらでやっております。もともと、一般に流通してるものではなくて、ちょっと汚れた本ですとか、傷ついた本を出版社が値付けをして、読者と対面で販売するというような形式でやっておりましたので、多分、来年も同じような形でできるかなと思っております。2025年、秋にできなかった分、春先にやるかもしれないので、もし、その際はお楽しみにしていただければと思います。
　それと、11月29日に、文字・活字文化振興法の公布20周年ということで、記念してフォーラムがありました。文字・活字文化推進機構の理事長の山口寿一さんと、脳科学研究者の東北大学教授の川島隆太先生と対談がありました。いろんな話をされたんですけども、読み聞かせのところも触れておりまして。特に、川島先生の、脳科学的なお話なんですが、親子の読み聞かせの際に、脳波を測定したところ、読み聞かせる側、親のほうは、コミュニケーションをとろうという、そういったものをつかさどる脳の部分が、活発に活動してると。子どものほうは、感情が揺さぶられるような、感情をつかさどる脳の部分が活発に動くということで、通常の読書とは違う脳の動きをしてるというお話がありました。非常に興味深い話ではあったんですが、ただ本を読み聞かせてもらってるというだけではなくて、親の顔だったり、表情だったり、そういったところも含めて、子どもが反応してるというようなことらしいです。ぜひ、こういったお話を、皆さんと共有できればと思いますし、あらためて、読み聞かせの良さも広めていただければと思っております。
　このようなフォーラムですと、デジタルと紙とみたいな話になりまして。デジタル機器をずっと使っていると、あまり脳科学的にも良くないというお話もありまして。川島先生いわく、小学校のうちは、そういったものを使わずに、中学、高校とだんだんと成長段階が上がっていくうちに、アナログとデジタルを少しずつ併用して、いいところは利用するというような使われ方が、一番望ましいですねというようなお話がございました。
　特に、スマホを日常的に何気なくずっと見ていますと、脳の活動が停滞するとのことで、感情的にコントロールが利かないといったような子が増えてきてるというようなお話もございましたので、あらためてお話しさせていただきます。以上でございます。ありがとうございます。

座長　ということで、岡本副座長から、情報提供ということでございました。では、皆さま、よろしいですかね。

中央図書館長　事務局から、電子図書館とリサイクル本の宣伝をお願いします。

事務局　図書館で皆さんに差し上げる程度の痛みがある本を、小学校、幼稚園、保育園などに差し上げております。今、選定を行っていて、先生たちがこども図書館にいらっしゃいまして、選んでいただいて、お持ちかえっていただくというようなこともしております。

事務局　続いて電子図書館の宣伝になります。今年の1月15日から電子図書館が始まりました。新宿区内在住、在学、在勤の方はご利用いただける形になっております。新宿区立図書館のホームページに、専用のバナーがございますので、そこを押していただいて、まずは登録いただければと思います。ぜひ、ご利用のほう、よろしくお願いいたします。以上です。

座長　ということで、リサイクル本と電子図書館のお話でした。では、皆さま、よろしいですかね。ちょっと早めではありますが、本日、ご用意いただいた議題は、以上ということになりますので、第2回目の会議は、これで終了したいと思います。皆さま、お疲れさまでした。

一同　お疲れさまでした。ありがとうございました。

(了)
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